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つ
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松
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学
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宅

灘
犠
藷
鍛
鐵
瀦
縷
購
鰍

簿
鍛
灘
褻
雛
き

ご
出
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

“
書
初
展
覧
会
盛
大
に
終
る
H

　
各
学
校
の
ご
協
力
と
、
一
般
の
皆
様

か
ら
多
数
ご
出
品
し
て
い
た
だ
い
た
書

初
展
覧
会
は
、
1
月
1
8
日
～
1
9
日
の
2

日
間
、
皆
様
の
観
覧
を
得
て
盛
大
に
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

尚
小
学
校
・
中
学
校
の
部
の
特
選
は

上
段
（
写
真
）
の
通
り
で
あ
り
、
準
特

選
・
総
出
品
点
数
は
次
の
通
り
で
す
。

小
学
校
準
特
選

　
　
　
　
”

－
年
　
拶
　
い
ず
み

　
　
　
西
潟
　
範
子

　
　
　
も
と
や
な
ぎ

　
　
　
　
　
き
よ
し

2
年
　
西
潟
る
み
子

　
　
　
さ
と
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ふ
み
あ
き

、
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小
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準
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4
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柳
　
　
広
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山
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恵
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市
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5
年
　
高
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6
年
柳

　
　
　
　
山
賀

中
学
校
準
特
選

　
1
年
佐
藤

　
2
年
　
斉
木

　
3
年
菅
井

順一通義
子也子久

　
　
　
公
子

　
　
　
佳
子

　
　
　
里
美

村
血
佐
恵
子

（
筋
平
分
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（
室
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小
）

（
孟
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（
小
屋
丸
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（
松
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小
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小
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介
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町
内
で
繁
殖
牛
を
二
頭
飼
育
し
て
二

頭
の
子
牛
を
生
産
し
家
蕾
市
場
で
販
売

し
た
農
家
は
別
表
の
と
お
り
八
戸
あ
り

そ
れ
ぞ
れ
相
当
の
収
入
が
あ
り
ま
し
た

　度年48和昭（子牛1戸2頭生産農家一覧
畜 主　　1 第　　1　子 第 2　子 販　　売

部　落 　　　i氏　　　名　1性

　　　卜
販売月1販売金額 性 販売月販売金額 金額計

円 円 円
蓬　平 小堺　三雄iメス 6　 210，800 メス 8 270，500 481，300

〃 若井長太郎i〃 101320，100 〃 10 320，000 640，100

儀　明 小堺　寅吉，〃 10i270，600 オス 11 270，100 540，700

〃 小堺　長一i〃 7i230，100 〃 10 341，100 571，200

〃 小　堺　　一オス 11　　268，500 メス 11 270，000 538，500
〃
下
　
山

小堺元之真・〃
宮沢文平i〃

7　1268，500
9130亀500

〃
〃

11

11

341，600
286，500

610，100

595，000

池之畑 山賀新一郎，メス

　　　1
　16　1226，400　i

〃 11 248，600 475，COO

計 8名　1 平均1戸販売収入 556，488円

　
耕
頼
機
の
い
ま
だ
普
及
し
な
い
昭
和

三
六
年
に
は
＝
二
八
頭
の
牛
が
飼
わ

れ
て
お
り
殆
ん
ど
一
戸
一
頭
飼
い
で
し

た
が
昨
四
八
年
に
は
一
九
六
戸
で
三
四

三
頭
に
減
少
し
「
子
と
り
」
は
殆
ん
ど
一

頭
飼
い
で
多
頭
飼
い
は
肥
育
で
し
た
。

　
そ
の
中
に
あ
っ
て
「
子
と
り
」
牛
二

頭
飼
っ
て
「
子
と
り
」
に
真
剣
に
と
り

く
み
幸
い
に
子
牛
価
格
の
高
値
に
よ
り

よ
う
や
く
そ
の
苦
労
が
実
を
む
す
ん
だ

出
品
点
数

　
小
学
校
の
部
　
一
二
四
点

　
中
学
校
の
部
　
　
三
五
点

　
　
一
般
の
部
　
　
　
五
一
点
（
四
五
名
）
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1
．
墨
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と
言
え
る
で
し
よ
う
。

　
昨
年
の
子
牛
価
格
は
異
常
な
高
値
と

し
て
も
、
今
後
急
に
暴
落
す
る
よ
う
な

要
因
が
見
あ
た
り
ま
せ
ん
の
で
、
子
牛

の
生
産
も
農
業
経
営
の
上
に
、
立
派
に

一
役
か
う
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本

年
は
二
頭
以
上
子
牛
を
生
産
さ
れ
る
農

家
は
一
五
戸
予
定
さ
れ
、
二
戸
四
～
五

頭
生
産
さ
れ
る
方
も
あ
る
状
況
で
す
。

　
尚
、
町
で
は
、
生
産
牛
の
多
頭
飼
育

農
家
育
成
の
た
め
、
二
頭
生
産
さ
れ
た

農
家
に
二
万
円
の
奨
励
金
を
差
上
げ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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松
礎
誹
飴
で
五
千
人
余
減
少

　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
一
暦
住
み
良
く
な
る
町
な
の
に
…

　
昭
和
三
十
四
年
に
奴
奈
川
村
と
合
併

し
て
十
五
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
昭

和
三
十
七
、
八
年
頃
か
ら
急
激
に
人
口

の
減
少
が
目
だ
ち
は
じ
め
、
本
年
一
月

一
日
ま
で
に
五
、
一
八
六
人
が
減
少
し

ま
し
た
。
最
近
は
、
漸
く
減
少
に
歯
止

め
が
か
か
っ
た
感
じ
が

い
た
し
ま
す
。

　
減
少
率
か
ら
見
る
と

諏
訪
峠
の
七
〇
・
六
六

パ
ー
セ
ン
ト
を
最
高
に

名
平
の
六
八
・
二
八
％

中
子
の
六
四
・
二
九
％

以
下
濁
、
滝
沢
、
田
代

寺
田
、
小
屋
丸
、
池
尻

莇
平
、
片
桐
山
の
順
に

部
落
の
人
口
が
半
分
以

下
に
な
っ
た
と
こ
ろ
が

十
一
あ
り
ま
す
。
一
番

減
少
率
の
低
い
の
は
松

代
の
九
・
六
七
％
で
松

代
だ
け
が
一
割
以
下
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
減
少
の
原
因
は
転
出

が
多
い
よ
う
に
推
計
さ

れ
ま
す
が
、
自
然
減
の

出
生
の
少
な
い
こ
と
も

大
き
な
原
因
の
一
つ
で

皆
さ
ん
が
子
を
生
ま
な

く
な
っ
た
た
め
の
減
少

も
見
落
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

移推の口人町代松

　
松
代
町
は
、
こ
こ
三
・
四
年
で
大
き

く
変
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
鉄
道
が
開

通
し
、
国
道
二
五
三
号
線
が
整
備
さ
れ

又
、
幹
線
と
部
落
間
の
道
路
が
整
備
さ

れ
て
無
雪
圧
雪
に
よ
る
交
通
の
便
が
良

く
な
れ
ば
、
出
稼
先
か
ら
自
分
の
好
き

な
時
に
帰
れ
る
よ
う
に
な
り
、
出
稼
は

も
う
今
ま
で
の
よ
う
な
出
稼
で
は
な
く

な
り
土
帰
月
来
の
夢
も
可
能
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

　
工
場
の
進
出
も
多
く
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
の
土
地
で
の
雇
傭
の
需
用
も

増
し
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
松
代
町
は
こ
れ
か
ら
段
々
と
良
く
な

っ
て
き
ま
す
。
公
害
、
災
害
の
少
な
い

し
か
も
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
松
代
、

離
村
さ
れ
た
方
が
又
も
ど
っ
て
く
る
時

代
が
や
っ
て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

字　名一
昭和34年（1月1日現） 昭和49年（1月1日現） 15年問 15年間

男 女 人口計 世帯数 男 女1人口計世帯数 減少数 減少率

松　　代 902 960 1，862 392 832 85q1，682 447 180 9．67％

小荒戸 109 128 237 38 80 78 158 37 79 33．33

太　　平 82 87 169 32 58 69 127 27 42 24．85

菅　　刈 154 154 308 52 97 991 196 46 112 36．36

田　　沢 126 120 246 37 76 77 153 33 93 37．80

小屋丸 69 63 132 25 37 24 61 19 71 53．79

池之畑 79 82 161 25 56 51 107 23 54 33．54

下　　山 132 124 256 39 76 86 162 33 94 36．72

千　　年 270 295 565 92 169 210 379 82 186 32．92

池　　尻 99 111 210 32 49 52 101 20 109 51．90

会　　沢 163 157 320 52 87 94 181 49 139 43．44

清　　水 217 221 438 77 115 130 245 58 193 44．06

桐　　山 119 126 245 47 75 75 150 37 95 38．78

蓬　　平 259 261 520 8う 164 171 335 72 185 35．58

東　　山 33 24 57 9 18 20 38 8 19 33．33

海　　老 156 145 301 52 83 70 153 40 148 49．17

犬　　伏 277 286 563 106 179 172 351 79 212 37．66

孟　　地 80 84 164 28 62 50 112 31 52 31．71

片桐山 55 51 106 17 29 23 52 11 54 50．94

滝　　沢 93 70 163 29 41 30 71 19 92 56．44

中　　子 37 33 70 10 16 9 25 8 45 64．29

苧　　島 115 102 217 50 64 69 133 31 84 38．71

田野倉 178 172 350 71 ”5 113 228 56 122 34．86

仙　　納 106 118 224 43 69 78 147 31 77 34．38

田　　代 145 155 300 55 69 66 135 39 165 55．00

筋　　平 161 170 331 56 84 76 160 42 171 51．66

小　　貫 51 58 109 18 30 27 57 13 52 47．71

諏訪峠 88 79 167 30 24 25 49 15 118 70．66

寺　　田 222 226 448 80 104 103 207 51 241 53．79

名　　平 108 119 227 43 37 35 72 20 155 68．28

蒲　　生 429 396 825 153 238 214 452 120 373 45．21

儀　　明 286 280 566 96 188 179 367 85 199 35．16

福　　島 146 163 309 56 84 85 169 41 140 45．31

奈良立 67 63 130 24 42 37 79 20 51 39．23

室　　野 634 647 1，281 234 394 430 824 203 457 35．68

竹　　所 105 128 233 39 65 69 134 32 99 42．49

濁 97 90 187 34 43 35 78 24 109 58．29

峠 196 226 422 67 136 126 262 56 160 37．91

木和田原 166 182 348 60 93 96 189 43 159 45．69

計 6，8” 6，95613，767 2，485 4，278 4，303 8，581 2，101 5，186 37．67

栄
養
を
充
分
に
と
っ
て
…
…

冬
を
健
康
で

　
自
動
車
を
動
か
す
の
が
ガ
ソ
リ
ン
な

ら
、
人
間
を
動
か
す
の
は
食
物
で
す
。

質
の
良
い
ガ
ソ
リ
ン
を
使
え
ば
車
に
無

理
が
来
な
い
よ
う
に
、
質
の
良
い
栄
養

価
の
高
い
食
物
を
と
れ
ば
身
体
は
健
康

で
毎
日
元
気
で
動
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
蛋
白
質
、
脂
肪
、
ビ
タ
ミ
ン
を
多
く
含

ん
だ
食
物
を
か
た
よ
ら
な
い
で
バ
ラ
ソ

ス
が
と
れ
る
よ
う
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類

を
数
多
く
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
次
の
も
の
は
比
較
的
手
に
入
り
易
く

し
か
も
栄
養
価
が
高
い
の
で
多
く
食
べ

る
よ
う
に
心
が
け
て
下
さ
い
。
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量
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【魚肉類】

　さば水煮缶詰
　さけ　〃
　みがきにしん
　アミ（干）
　うさぎ（家兎）
　　〃　（野兎）
　卵（黄味）

◎
脂
肪
を
多
く
と
る
に
は
次
の
も
の
を

食
べ
て
下
さ
い
。

　
植
物
油
、
バ
タ
ー
、
マ
ー
ガ
リ
ン
、

　
牛
脂
、
豚
脂
、
く
る
み
、
ご
ま
、
か

　
ぼ
ち
や
の
実
、
落
花
生
。

◎
ビ
タ
ミ
ン
を
多
く
と
る
に
は
次
の
も

の
を
食
べ
て
下
さ
い
。

果
実
類

　
み
か
ん
、
夏
み
か
ん
、
は
っ
さ
く
、

　
さ
つ
ま
い
も
、
馬
れ
い
薯
、

　
（
さ
つ
ま
い
も
、
馬
れ
い
薯
に
は
非

　
　
常
に
多
く
の
ビ
タ
ミ
ソ
C
が
含
ま

　
　
れ
て
い
ま
す
）

緑
黄
野
菜
等

　
に
ん
じ
ん
、
ホ
ー
レ
ン
草
、
パ
セ
リ

　
ピ
ー
マ
ン
、
か
ん
ぴ
よ
う
、
に
ん
に

　
く
、
花
野
菜
。

（3）



国
民
年
金
保
険
料
が

　
　
醐
月
分
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

　
国
民
年
金
の
保
険
料
が
四
九
年
一
月

か
ら
次
の
よ
う
に
改
訂
さ
れ
ま
す
。

定
額
分
　
月
五
五
〇
円
が
九
〇
〇
円
に

附
加
分
　
月
三
五
〇
円
が
四
〇
〇
円
に

五
年
年
金
月
七
五
〇
円
が
九
〇
〇
円
に

　
（
附
加
年
金
は
、
年
寄
り
に
な
っ
て
年
金

　
を
多
く
も
ら
い
た
い
人
が
希
望
で
加
入

　
で
き
る
制
度
で
す
）

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
大
部
分
の

方
の
ご
了
解
を
い
た
だ
き
、
農
協
の
預

金
講
座
か
ら
引
き
落
し
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

年
金
額
が
大
巾
ア
ツ
プ

　
国
民
年
金
は
、
保
険
料
の
引
き
上
げ

と
と
も
に
支
給
さ
れ
る
年
金
額
も
次
の

よ
う
に
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

▲
拠
出
年
金
　
（
四
九
年
一
月
分
か
ら
）

定
額
分
ω
8
田
×
癒
騨
輩
欝
‡
粟
盗
醒
“

　
　
が
o
o
O
O
田
×
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
旺
答

　
附
加
分
お
雪
×
　
　
　
噂
　
　
　
H

　
　
が
N
O
O
田
×
　
　
　
　
　
蒔
　
　
　
　
　
コ
六

　
二
十
才
か
ら
加
入
し
て
六
十
才
ま
で

　
の
四
十
年
間
保
険
料
を
納
め
た
人
の

　
年
金
額
は
o。
。
雪
×
お
窟
旺
ω
o。
含
8
田

　
に
な
り
ま
す
。

　
附
加
年
金
は
8
窟
×
＆
窟
髄
。
9
8
雪

　
に
な
り
ま
す
。

　
合
計
し
て
四
八
万
円
の
年
金
が
も
ら

　
え
る
こ
と
に
な
り
一
ケ
月
四
万
円
に

　
な
り
ま
す
、
夫
婦
で
一
ケ
月
八
万
円

　
に
な
り
ま
す
か
ら
充
分
に
生
活
で
き

　
る
年
金
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

▲
十
年
年
金

月
五
千
円
が
一
万
二
千
五
百
円
に

▲
五
年
年
金

月
二
千
五
百
円
が
八
千
円
に

▲
障
害
年
金

　
一
級
月
一
万
一
千
円
が
二
万
五
千
円

　
二
級
月
八
千
八
百
円
が
二
万
円
に

▲
母
子
年
金

月
八
千
四
百
円
が
二
万
円
に

▲
福
祉
年
金
　
（
四
八
年
十
月
分
か
ら
）

　
　
（
お
金
を
納
め
な
い
で
も
ら
う
年
金
）

老
令
福
祉
年
金

　
　
月
三
千
三
百
円
が
五
千
円
に

障
害
福
祉
年
金

　
　
一
級
月
五
千
円
が
七
千
五
百
円
に

母
子
福
祉
年
金

　
　
月
四
千
三
百
円
が
六
千
五
百
円
に

の
の
イ
ニ
ジ
ゆ
ず
じ
ゅ
イ
ご
ヴ
リ
ず
こ
ゆ
じ
ぐ
ち
て
ま
ち
ひ
ず
ち
ゅ
イ
ニ
ゆ
ち
ず
マ
ゆ
ヤ
リ
リ
ち
ワ
ず
こ
ゆ
じ
ず
ち
ゅ
ず
ゆ
ち
し
も
り
ち
り
じ
ゃ
り
の
ひ
ら
ず
こ
づ
イ
ご
ゆ
ニ
ぐ
ヘ
ロ
ず

松
代
町
が
総
合
優
勝

．
㌧
f
’
一
匂
り
二
φ
．
、
・
6
’
の
」
；
・
．
噂
♪
ゆ
一
働
◎
：
φ
一
侮
♪
ρ
。
『
ヤ
：
ρ
一
働
り
；
・
．
◎
♪
φ
二
り
；
・
一
◎
2
φ
・
ず
：
’
ゆ
働
♪
ち
」
：
ρ
：
♪
φ
ρ
．
“
㌔
二
♪
ち
”
り
＝
σ

　
　
　
　
　
　
H
松
之
山
町
ス
キ
ー
大
会
で
“

　
二
月
十
日
に
松
之
山
町
松
里
地
区
で

開
催
さ
れ
た
松
之
山
町
ス
キ
ー
大
会
に

松
代
町
か
ら
選
手
と
応
援
者
約
百
名
が

大
挙
参
加
、
成
年
の
部
、
壮
年
の
部
の

二
つ
の
総
合
優
勝
を
始
め
松
代
小
学
校

松
代
高
校
が
優
秀
な
成
績
を
納
め
た
。

主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
。

◎
距
離

　
幼
年
B
（
小
学
生
）

　
　
一
位
　
万
羽
琢
哉
（
松
代
小
）

　
　
二
位
　
関
谷
武
久
（
松
代
小
）

　
　
三
位
　
市
川
義
久
（
小
屋
丸
分
）

　
幼
女
（
小
学
女
子
）

　
　
一
位
山
賀
順
子
（
小
屋
丸
分
）

　
　
二
位
高
橋
直
子
（
松
代
小
）

　
一
般
・
高
校

　
　
三
位
　
市
川
　
稔
（
松
代
高
校
）

◎
り
レ
ー

　
幼
年
（
小
学
生
）

　
　
一
位
　
松
代
小
学
校
A
チ
：
ム

　
　
ニ
位
　
松
代
小
学
校
B
チ
ー
ム

　
一
般
・
高
校

　
　
三
位
　
松
代
高
等
学
校
A
チ
：
ム

◎
大
回
転

　
成
年
女
子

　
　
一
位
　
高
橋
好
子
（
松
代
高
校
）

　
　
二
位
　
佐
藤
和
子
（
松
代
高
校
）

　
高
校
生

　
　
三
位
　
鈴
木
英
郎
（
松
代
高
校
）

　
一
般
成
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
一
位
　
竹
内
修
一
（
松
代
高
O
B
）

　
　
三
位
　
相
沢
哲
夫
（
役
場
）

　
壮
年

　
　
二
位
　
関
谷
松
雄
（
町
商
工
会
）

　
　
三
位
　
鈴
木
洋
一
（
鉄
道
公
団
）

◎
回
転

　
幼
年
（
小
学
生
）

　
　
一
位
　
関
谷
　
毅
（
松
代
小
）

　
　
二
位
　
若
月
　
等
（
松
代
小
）

　
高
校
生

　
　
一
位
　
鈴
木
英
郎
（
松
代
高
校
）

　
　
三
位
　
斉
藤
裕
夫
（
松
代
高
校
）

　
一
般
成
年

　
　
一
位
　
竹
内
修
一
（
松
代
高
O
B
）

総
合
成
績

　
成
年
の
部

　
　
優
勝
　
松
代
町
ス
キ
ー
協
会

　
壮
年
の
部

　
　
優
勝
　
松
代
町
ス
キ
ー
協
会

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

△
一
月
受
付
分
（
受
付
順
）

婚
姻
の
届
出
な
し

離鶏柳室
岡

山
賀

勝
喜
馨
猫
長
男
（
蒲
生
）

正
宏
馨
層
男
仙
納
）

淳
市
騒
イ
繋
男
（
池
之
畑
）

小
野
島
奏
驚
き
繋
男
（
会
沢
）

宮
沢

若
月

西
潟

正
之
擢
揚
三
男
（
松
代
）

直
美
警
千
管
女
（
海
老
）

文
枝
聡
蔀
一
案
福
島
）

お
く
や
み

（
死
亡
）

佐金斉柳樋関
藤崎藤　口谷

哲シ正ハツ武
三マ雄ツ子則

　
六
〇
才

　
七
七
才

　
七
八
才

　
六
三
才

（
松
代
）

（
松
代
）

（
苧
島
）

（
田
野
倉
）

七
一
才
（
木
和
田
原
）

四
五
才
　
　
（
室
野
）



1　　　愛する心を育てる
3

く　　「おとなりのケンちやん、病気でごはん食べられないんだつ

～て。かわいそうね・早くよくなるといいのにね。一一」

～　　「このトンボ、まだ赤ちやんかな。お父さんお母さんが待つ
1ているかも知れないから、逃がしてやろうよ，そら、とんでつ

〉たっきっとうれしいんだね。一一一」

《

f～v｝）㌧＾｛＾“一一…A凸＾・～㌦へげ》｝）へ～㌦～v㌔～～ρ〉》｝》へ＾＾～v・碑「ふうせん通信」県教委実施資料から｝％ハ評）～＾　＾　一～㌦て

）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

由家
庭

　　』こんな何気ない話し合いの中で・子どもの心は豊かに成艮します。　1　一子どもの食べ物は丈夫なからだを作る基本です。＿

1め識編ざ駿糠瓠猟1惣翻艦驚1水分が韓ことは前にも述べまし麟・撒のは動騨白質で赫
～のであつて、少しも悪いことではありません。しかし、いつまでもそこに～　よく・お子さんの食が細いことを心配される方がおりますが・子どもは・ン

1とどまっていては、幸せに紘れず、大き雄事をする人に赦縁せん．1猷越りも嫡ずを食べるこ拶大切で・特に肉や魚（ソーセージ・・’1

藩欝い　合　翫幼・・時から確実に育てられる必要があり簸妥雛ま綜総欝鷺建些勾説難鮮l

lる留、ヤ尉鰐儲燃1掘え1お読潔1こ薩灘麗慧賢蕃襲鷺薫高欝塀

ミ　県立新潟女子短期大学教授岸井勇雄　1　新潟大学医学部　堺　薫　ミ
｛～》坤、｛～㌔〆’～、〈町の家庭教育学級⑩は3月15日13時からですく就学準備＞総合センターで｝、＾＾伸1制》㌔＾＾＾～脚v㌔《｛’｝）｝〉～＾避

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《
　　　　幼児の食べ物とからだ　　　　　　ご
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ

　子どもは、栄養ときれいな空気、そして日光の中で自然に丈　》

夫に育つのです。昔・疫痢という重い病気がありました。この1
病気は今はありません。それは、医学の進歩もありますが、幼蒐
児の栄養と環境衛生がよくなかつたためです。栄養の改善が病　1

気をなくした1っのよい例です。　　　　　　　　　　　　　　～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

（5）

1・2の3ちやん幼児の家庭教育シリーズ
6””ロ”■”81巴口■聖””■一曽”一””1一冒18ロ鷺”■■馳醐■“■■■9”■●”””1■巳■ロ6●躍””■8巴冒■一■””■■冒”””■■”8ロ冒”””””置●ロ澗”■聰■”“昌

　■放送時間／BSMテレビ毎週日曜日午前9．30～9．45 ■再放送　毎週木曜日午前11．20～11．35

放送日
3月3日（日）1

3月10日（日）

3月17日（日）

3月24日（日）

3月31日（日）

一
ア マ

この子にこの親

じつとしていられない

この子を囲んで

おたずねにこたえて（2）

これからはじまる

．畿難囎灘磯翻矯2霧撚斜に
　　　　　　内　　　　　　　　　　容

護籔塞灘怨鏡篠鍼舅獅騰齋な
穣乞縦認2～3才児との接し万にポイントをおいて・て・ろ

はがき通信の返信に対しての回答。その2回目

相談事業の総括と育児についてのこれからの方向づけを考える。

●●　o　o　9●　●　o●●●　■　●■　●　o　o　●　●　●■●●　●　●　■　o　■　●　●　o　●●　●　●●■　■　■　●　，　■　■　●彫．

i広報「まつだい虐
　　　　　出稼先へ

　この広報を読み終つたら、

ふるさとのニユースを待ちわ

　びる、出稼先の夫や父や子へi

　送って上げて下さい。

・　．　●　●　．　●　●　●　●　●　．●　●　●　●　●●　o●●　●　o　●　■　●　●●　●　●　●　●　●　●　■　●●　■　●　●　o　●●　9●　●●

「
家
庭
欄
」
は

　
　
　
今
回
で
終
了
し
ま
す
。



（6）

▲
つ
く
し
会

民
謡
踊
り
の
会

・
こ
こ
に
紹
介
す
る
グ
ル
ー
プ
は
現
在

町
に
あ
る
も
の
で
、
新
に
グ
ル
ー
プ
づ

く
り
を
さ
れ
る
方
の
参
考
に
な
れ
ば
と

紹
介
す
る
も
の
で
す
。
　
（
す
で
に
紹
介

ず
み
の
も
の
、
青
年
音
楽
同
好
会
・
松

代
柔
道
教
室
・
松
代
書
道
教
室
・
お
茶

の
会
）

一
、
目
的
　
楽
し
く
集
い
民
謡
踊
り
を

　
　
学
び
向
上
を
は
か
り
、
会
員
相
互

　
　
の
親
睦
と
生
活
に
う
る
お
い
を
も

　
　
つ
。
　
（
以
下
、
三
グ
ル
ー
プ
と
も

　
　
目
的
は
同
じ
。
）

二
、
講
師
　
関
谷
八
郎
氏
・
高
橋
芳
平

　
　
氏
（
町
体
育
指
導
員
・
松
代
）

三
、
発
会
日
　
昭
和
弼
年
4
月
7
日

四
、
学
習
日
　
毎
月
第
一
・
第
三
土
曜

　
　
　
日
の
よ
る
。
於
・
町
総
合
セ
ン

　
　
　
タ
ー

五
、
会
員
　
　
二
九
名
（
全
員
女
子
）

六
、
会
費
　
　
一
人
月
額
五
〇
円

七
、
他
へ
の
協
力
　
松
代
の
民
謡
（
踊
）

　
　
　
流
し
に
参
加
、
町
文
化
祭
芸
能

　
　
　
発
表
会
に
発
表
。

八
、
会
長
・
事
務
局

　
　
会
　
長
　
万
羽
セ
イ
（
主
婦
）

　
　
事
務
局
　
万
羽
ヒ
デ
（
〃
）

▲
民
謡
同
好
会

一
、
目
的

二
、
講
師

三
、
発
会
日

四
、
学
習
日

つ
く
し
会
と
同
じ
。

山
岸
幸
子
氏

　
　
　
（
主
婦
・
室
野
）

　
昭
和
47
年
3
月
1
日

　
毎
月
第
一
・
第
三
月
曜

五
、

六
、

七
、

八
、

　
日
の
よ
る
、
於
・
町
総
合
セ
ン

　
タ
：
又
は
、
松
代
区
民
会
館
。

会
員
　
二
五
名
（
全
員
女
子
）

会
費
　
一
人
月
額
一
〇
〇
円

他
へ
の
協
力
婦
人
会
支
部
に
要

　
請
に
よ
り
講
師
派
遣
、
町
文
化

　
祭
芸
能
発
表
会
に
発
表
。

会
長
・
事
務
局

会
　
長
　
関
谷
静
江
　
　
（
主
婦
）

事
務
局
　
関
谷
セ
イ
　
（
　
〃
）

▲
松
代
民
謡
会

一
、

二
、

三
、

四
、

五
、

六
、

七
、

八
、

目
的
　
つ
く
し
会
と
同
じ

講
師
　
柳
　
武
夫
氏
（
旧
姓
福
島

　
十
日
町
市
高
島
）

発
会
日
　
昭
和
47
年
9
月
19
日

学
習
日
　
毎
月
第
一
・
第
三
火
曜

　
日
の
よ
る
。
於
・
町
総
合
セ
ン

　
タ
ー
o

会
員
　
四
〇
名
（
全
員
女
子
）

会
費
　
一
人
月
額
五
〇
円

他
へ
の
協
力
　
老
人
ク
ラ
ブ
慰
安

　
・
各
種
式
典
に
要
請
に
よ
り
発

　
表
・
町
文
化
祭
芸
能
発
表
会
に

　
発
表
。

会
長
・
事
務
局

会
長
関
谷
歌
子
（
主
婦
）

事
務
局
　
　
全
　
　
　
右

綺熱

題
’

支
芸
籐

し
ぶ
み
句
会
娼
均
・
7
紅
茶
宅

バ
ス
乗
替
え
女
教
師
も
着
ぶ
く
れ
て

日
本
の
屋
根
の
穂
高
に
雪
来
た
る

雪
積
り
開
か
ぬ
障
子
の
有
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

空
深
か
く
日
焼
田
し
め
る
キ
ネ
の
音

雪
棚
と
云
う
冬
囲
い
大
く
ず
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

曲
り
屋
の
冬
構
し
て
静
ま
り
ぬ

曲
り
屋
の
大
き
く
見
え
て
冬
囲
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静

闘
病
の
窓
に
冬
日
の
暖
か
く

雪
あ
か
り
一
歩
一
歩
た
し
か
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

寒
雷
や
一
寒
火
の
我
に
待
す

風花

た
つ
ぢ

冬
川
原
さ
び
る
に
ま
か
せ
忘
れ
鍬

雪
降
っ
て
用
水
勘
定
〆
く
く
る

ど
か
雪
に
陸
の
孤
島
と
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立

あ
ま
り
に
も
よ
わ
き
桐
苗
冬
囲
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善

う
す
黒
く
大
黒
柱
古
暦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静

出
稼
を
急
ぎ
し
た
め
の
夜
業
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夫

俳
　
句

柳
　
　
静
　
水

氷
柱
皆
雫
を
持
ち
て
並
び
け
り

吹
雪
つ
N
白
々
日
の
あ
り
に
け
り

雪
の
上
の
雪
捲
い
で
．
去
る
つ
む
じ
風

一
と
こ
ろ
い
ぐ
り
取
り
た
る
吹
雪
か
な

粉
雪
に
小
さ
き
旋
風
の
あ
り
に
け
り

冬
木
々
の
影
さ
や
か
な
る
月
夜
か
な

窓
ガ
ラ
ス
氷
花
百
景
現
わ
る
る

拾
う
子
の
な
く
て
豆
撒
き
静
か
な
る

雪
壁
に
は
り
つ
き
バ
ス
を
よ
け
て
居
る

母
一
人
子
一
人
日
日
の
雪
お
ろ
し

　
俳
句
滝
沢
小
林
一
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
し
た

森
も
宮
も
神
閑
と
し
て
大
朝

念
入
り
に
拭
く
受
箱
や
賀
状
ま
つ

年
賀
状
無
沙
汰
の
お
わ
び
熱
々
と

買
い
た
て
の
手
ぬ
ぐ
い
入
れ
て
初
湯
か

な
　
短
歌
「
雑
詠
」

　
　
　
　
　
　
滝
沢
　
　
小
林
登
良
吉

雪
か
む
り
渋
海
も
此
所
は
冬
ご
も
り

　
　
　
　
音
も
聞
え
ず
流
れ
も
見
え
ず

雪
衣
つ
け
し
松
苧
の
峯
拝
し

　
　
　
　
　
一
人
静
か
に
栃
山
を
越
す

会
う
人
も
な
き
た
そ
が
れ
に
重
き
足

　
　
　
　
運
ぶ
や
雪
の
な
だ
れ
つ
く
道

雪
道
で
世
話
を
受
け
た
る
旅
先
の

　
　
　
　
名
知
ら
ぬ
人
に
幸
多
か
れ
と

川

柳

愚
　
　
老
　
生

　
　
　
　
（
題
・
過
疎
の
中
か
ら
）

ユ
ー
・
タ
ー
ン
待
ち
き
れ
な
い
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
が
行
き


